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1．対象範囲

本資料の対象としては，再処理施設，廃棄物管理施設，MOX 燃料加工施設の申請対象設

備全てを対象とする。 

2．目的 

耐震Ｓクラス設備の耐震計算書における弾性設計用地震動Ｓｄの評価結果の記載方法に

ついて示す。 

3．弾性設計用地震動Ｓｄによる評価 

機器・配管系の評価対象設備が弾性設計用地震動Ｓｄに対して概ね弾性状態にあること

を確認するために，以下の手順にて評価を実施した。 

評価手順を第 3.-1 図に示す。 

【評価手順の説明】 

①基準地震動Ｓｓによる発生値と評価基準値（許容応力状態ⅢＡＳ）の比較

評価対象設備の基準地震動Ｓｓによる発生値が弾性設計用の評価基準値（許容応力状

態ⅢＡＳ）以下であることを確認する。 

弾性設計用地震動Ｓｄは基準地震動Ｓｓを用いて定義※していることから，設備の基

準地震動Ｓｓによる発生値が，評価基準値（許容応力状態ⅢＡＳ）以下であれば，弾性

設計用地震動Ｓｄによる発生値についても評価基準値（許容応力状態ⅢＡＳ）以下とな

る。 

※基準地震動のスペクトルの比率として基準地震動Ｓｓ－Ｂ１～Ｂ５及び震源を特定せず策定する地震動のうち基

準地震動Ｓｓ－Ｃ１～Ｃ４に対しての係数 0.5 を乗じており、敷地ごとに震源を特定し作成する地震動のうち基準

地震動Ｓｓ－Ａに対しては，基準地震動Ｓ１を上回るよう係数 0.52 を乗じている。

②弾性設計用地震動Ｓｄによる発生値と評価基準値（許容応力状態ⅢＡＳ）の比較

①項にて評価対象設備の基準地震動Ｓｓによる発生値が，評価基準値（許容応力状態

ⅢＡＳ）を上回った部位については，弾性設計用地震動Ｓｄを用いて応力分類を全て評

価し，算定した発生値が評価基準値（許容応力状態ⅢＡＳ）以下であることを確認する。 
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第 3.-1 図 弾性設計用地震動Ｓｄに対する評価手順 

4．弾性設計用地震動Ｓｄ評価結果の記載方法 

「3．弾性設計用地震動Ｓｄによる評価」に示した各評価手順における耐震計算書上の弾

性設計用地震動Ｓｄ評価結果の記載方法は以下の通り。 

① 基準地震動Ｓｓによる発生値が評価基準値（許容応力状態ⅢＡＳ）以下の場合

弾性設計用地震動Ｓｄによる評価結果は省略することから、許容応力（許容応力状態

ⅢAS）のみを記載し,算出応力等は“－”を記載する。

② 基準地震動Ｓｓによる発生値が評価基準値（許容応力状態ⅢＡＳ）を超える場合

算出応力，許容応力等を記載する。

耐震計算書における評価結果の記載方法及び記載例を別紙に示す。

①発生値が評価基
準値（許容応力状
態ⅢＡＳ）以下 

No 

Yes 

No 

Yes 

※1：耐震計算書の評価結果について

は、弾性設計用地震動Ｓｄ及び静的地

震力のどちらか大きい方の結果を記載

することとしているため、弾性設計用

地震動Ｓｄ及び静的地震力による結果

を比較した上で厳しい方の結果を記載

する。

※2：検討内容に応じて必要なプロセ

スへ戻る。 

Ｓクラス設備の基準地震動Ｓｓによる発生値

②発生値が評価基
準値（許容応力状
態ⅢＡＳ）以下

弾性設計用地震動Ｓｄ 
による詳細評価※1 

評価終了

詳細検討※2

4




